
「影響」概念の流出史：研究内容：

中井悠

実験・電子音楽を中心に広義のパフォーマンス研究を行なっている。ここ10年ほどはアメリカを拠点と

して、実験・電子音楽の演奏家・作曲家デーヴィッド・チュードアの研究に携わってきた。その成果を

まとめた英語の著作が今年出版されてひと段落ついたため、チュードア研究から出てきた副産物的な

問題に取り組んでいる。

中心となるのは、電子音楽における人間と楽器、あるいは楽器同士の関係を語る際に頻出する「影響

（influence）」という概念である。これは人間が直接知覚できず、合理的にメカニズムを説明することが

できない（主に遠隔で働く）作用関係を指す言葉として、日常会話でも多用されるほか、文系理系を

問わずさまざまな学問領域においても無意識のうちに濫用されている。その語源は、星々からの隠さ

れた（occult）力が地上に流出して（influentia）様々な作用を及ぼすというルネサンス期の思想に遡る

が、そうした明確には知覚されない遠隔作用たる「影響」は、音楽の力、感染症の原理（influenza）、あ

るいは電磁力の働きなどを総合する説明原理として長らく用いられてきた。それは十七世紀科学革命

によって消え去るどころか、万有引力の理論形成においても大きな役割を果たし、その後も動物磁気

や催眠術などの心理療法や、心霊主義や精神分析の展開を促す一方で、アルコールなどの精神を

変容させる薬物の作用にも結びつくなど多方面に流出してきた。またルネサンスの神秘思想に由来

する考えの多くが19世紀末までに前近代的なオカルトとして駆逐されたのに対して、「影響」概念は電

信や電話、ラジオなどの遠隔通信技術の発展と結びつくことでその後も生き延びた。増幅回路など電

話用に開発された技術を応用する形で発展した電子音楽においてこの概念が多用される背景にはこ

うした歴史がある。そして近年のインターネットによる遠隔地のネットワーク化が進むにつれて、「インフ

ルエンサー」という新しい職種に象徴されるように、「影響」概念の適用範囲はますます広がりを見せ

ている。

このような「影響」概念の歴史的な流出過程と作用のメカニズムを多角的に捉えるため、三つの軸を設

けて研究を進めている。

１、歴史研究：ルネサンス期からの文献を精読することで、多領域における「影響」概念の歴史的変遷

を辿っている。重要なのは、この概念の説明力の強さゆえに、「影響」の歴史的な作用を研究する文

献においても、同じ言葉が説明原理として用いられる場合が多いことである。つまり「影響」は分析の



対象であると同時にその手段としても使われている。この二重性に着目することによって、歴史上の一

次文献における概念の作用と、それを研究する今日の二次文献における同じ概念の作用との絡み合

いを読解している。

２、技術研究：「影響」概念と密接に結びついてきた遠隔通信技術の作動方式を研究している。とりわ

け今日のインターネットにおいては、SNSや検索エンジンの使用歴、IoTやモバイル機器の位置情報

などから集められたビッグデータを利用して、個々のユーザーの行動や振る舞いの偏り（クセ）のモデ

ルを作った上で、個人にもっとも効果的に影響を与えるようカスタマイズされた宣伝を流すというマイク

ロターゲティングの手法が全面化している。アメリカの大統領選挙におけるSNSを通じた行動操作など

が示すとおり、いまや文化や経済はもちろん、政治までを動かす力学になっている、広告の原理に基

づいた影響作用のシステム化を、アルゴリズムから実装のレベルまで技術的に分析している。

３、制作研究：影響を作り出すシステムの分析と並行して、人間の「クセ」を個々人の身体に刻みつけ

られた影響の動的な痕跡とみなし、それを知らず知らずのうちに振る舞いや思考に偏りをもたらす「根

源的な振り付け（アルシ・コレオグラフィー）」と考えることで、ダンスの問題系に接続している。また

ZOOMを介してのみ演奏・視聴可能な音楽を構想することで、インターネット時代における遠隔作用と

しての音楽の力を検証している。こちらの方は、ヴァージニア大学大学院の作曲科コースのヴァー

チャル・レジデンシー・アーティストとして2021年秋に滞在制作を行なうほか、2022年に日本の著名な

現代音楽アンサンブルである東京現音計画から依頼されているヴァーチャル・コンサート企画でも成

果を発表する予定である。このようにダンスと音楽に影響作用を結びつける実践は、自分の活動とし

て行なうほかにも、芸術創造連携機構の一環として担当している文理融合プログラムの授業のなかで

学生とともに展開している。少人数による共同制作を研究に組み込むことは、文献研究やシステム研

究が陥りやすい過度な一般化に対して、影響作用の根本にある個別的な経験の次元を捉え、具体的

な介入の仕方を考えることを可能にする。

「影響」という言葉は学術の世界においては、とりわけ研究を文章化し他者と共有するという「パフォー

マンス」の過程において便利な説明原理として多用されている。そのため本研究は、学術研究それ自

体を「パフォーマンス」という側面から反省的に捉え返すことで、広義のパフォーマンス研究に寄与す

ることを目指している。


